
三上:コノハノリの生長点及びフ.ロカルフ・

コノハノリの生長点及ぴ、フ。ロカルプについて

上 日出夫*

H. MrKAMI : On the api偲 Is句mentationand the procarp 

in Laingia pacifica YAMADA 

61 

紅藻コノハノリ属 (Laingi・a)は世界に二種類のみを産するといわれている。そのタイ

プ宮である Laingiahookeri (LYAI.L)KYLIN (エュージーヲンド産)についての研究は

KYLIN1，幻， WAGNER3)等により既に行なわれ，一方，他の一種目本産 L.pacific官につ

いても，これまでに岡村私的，山田町)，及ぴ時国8，9)等によって検討が加えられてきた。

筆者は1968年夏より1969年秋にかけて， ~~海道日高織似町事院満地区及ぴ根室霊喜多布附

近において，本種の好柑料を手に入れ精査を試みた結果，興味あるこ，三の知見を得たの

で次に報告する。本論に入るに先立ち，校聞の労をとられた北大山田名誉教授に対し深く

感謝申し上げる。

生長点について

本種は主脈中肋上より新条を副出する。その生長点を検すると， Fig. 1およびFig.2 

に示したように，横に調節する頂細胞(ac)をもち，しかも第一位の細胞列に明らかな介生

分裂が見られる。更に第二位の細胞測における頂細胞(Fig.l;i.2)はすべて縁辺に達し，第

三位の細胞列に属するものの一部もまた縁辺に到達する。

Figs. 1， 2. Apex of frond showing apical segmentation. x 370 
1-6......segments of apical cell ; a~" ・H・segments of apiαI cell of cell row of sec-

ond order ac."…apical cell; 
i.2， i.3..・H ・initialcells of cell rows of se∞，nd and third order， respectively. 

*キl腕大学(札幌市西岡243)
The Bulletin of Japanese Society of Phyl∞logy， Vol. XVIII. No. ?， 67-71 ，Aug. 1970 
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フ。ロカ/レプについて

本種のプロカノレフ。は雌性体上に生じた特別な小さい裂片(Fig.3，Fig. 4)の中肋部分に沿

って求頂的に形成される。しかし私の調べた範囲では，時に横側の周心細胞からも生ずる

場合が見られた。 Fig.5及び Fig.6は，普通の場合のプロカ/レフ。を生じつつある小裂片

の頂端部分を示したものである。ただし Fig.6ではプロカ/レプ以外の細胞図示を省略

した。さて，フ。ロカノレフ。の発生をみると，各々の中肋細胞(cc)より先ず周心細胞(pc)を分

割する。次に周心細胞(pc)から第一次の中性母細胞(stc.1mc)を分離する。殆んど時を同じ

くして周心細胞 (pc)は左右に二分する。その場合，一般に小形の方が支持細胞 (sc)であ

り，他の比較的大形の方はカノレポゴン枝母細胞(cbmc)となる。 Fig.7は殆んど完成された

ーケのプロカノレプを示す。即ち，カノレボゴン枝は4ケ細胞よりなり，そのうち基部より第

二番目の細胞が儀も大きく，かつ内容に富む。カノレポコeン枝は弓形に轡曲していて.その

為カノレポゴン (cp)と支持細胞(sc)とは互いに接近して位置を占める結果となる。カノレポゴ

ン枝の配列は，中肋に対して左右交互の方向に発生する傾向をもっ(Fig.6)。一方，支持

細胞(sc)からはこ組の中性細胞を生ずる。第一次の中性細胞群は二ケ細胞よりなり，一般

にだ円状もしくは腎臓形を呈する。これに対し第二次中性細胞は一段と小形で球状をなし

ーケの場合が多く，時に上下に分割されて二ケとなる場合がみられた。

Fig. 3. Thallus of cystocarpic plant. x 0.8 Fig. 4. Cluster of proliferations. x 28. 

cy.. ....cystocarp po...…aperture of cysto回 rp.
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Figs. 5， 6. Apical pa此 of female plant showing stages in development of procarp. 

x 370. Fig. 7. A procarp. x 370 

cb. 1， cb. 2， cb. 3・…..first，second， and third cells of ca中ogonialbranch， respectively ; 
cbmc……mother cell of carpogonial branch cc..... .central cell ; cp・-・…ω中ogonium;
pc...…pericentral cell sc...…supporting cell stc.1， stc. 2 ・・・・・・firstand second 
groups of sterile cells， respectively ; stc. lmc， stc. 2mc..... .mother cells of first and 

second groups of sterile cells， respectively. 

8 

10 日刊。
Fig. 8. Proliferation bearing young gonimoblast. x 58. Fig. 9. The same， more highly 

magnified. x 230. Fig. 10. Early development of gonimoblast. x 230. 

cc......central cell ; gon......g∞imoblast stc…..sterile cells. 



70 藻類第18巻第2号昭和45年 8月

若い裂果について

カJレポゴンと助細胞との合体を確認することはできなかった。 Fig.8は若いゴニモプラ

ストを内包しているーケの小裂片(若い袋果)を示したものである。即ち，ーケの裂片上

に多数生じたプロカノレプのうち，ただーつのプロカJレプのみが受精を果し，そのままーケ

の褒果として発達する。若いゴニモプラストの傍に中性細胞群(stc)が見られる。 Fig.10

は，その後のゴニモプラストの発達を示す。

本種の嚢果は主として中肋及び側脈に沿った部分に形成される傾向が強い。しかも，共

通の基盤より発生した数ケに及ぶ小裂片が集まって房状(cluster)を呈しつつ発達する場合

が多い。

討 議

KYLINlム}はコノハノリ税 (Delesseriaceae)の中に，次の諸点を強調して二亜税を設

けた。即ち，

iu1臨 eri蹴 フ…山沿っ也生蹴峨に関…細胞を

有し，第一位の細胞列に介生分裂なし。

Nitophylleae…・・プロカ/レプは体表に散在し，生長点は績に開館する頂細胞を有す

るものと然らざるものとあり，介生分裂をみる。

そして Laingia属は前者 Delesserieaeに配属された。ところが先ず本種(L.pacifica)に

おける生長点をみると，既に述べたように第一位の細胞列に極めて明瞭な介生分裂が見ら

れる。一方，Laingiaのタイプ種 L.hookeriについてのWAGNER3)の観察によると，介

生分裂は第一位に見られず，第二位の細胞列に存するとしている。次に本種 L.pacifica 

のプロカルプは，小裂片の中肋部分に沿って生じ，乙の点に関しては， Delesseri伺 e]If斜

のそれと基本的に変らない。プロカノレフ。を生するための小裂片は一般に数ケずつ集まって

房状となり，体上の主脈並びに側脈附近に多くを生ずる。しかも小裂片の各々はそれぞれ

ーケの饗果そのものに発達をとげていく。遂に裂果は球形に近い頭部をもったコケシ状を

呈するに至る。乙れに対し L.hookeriにおいては，袋果を生ずべき各小裂片は体上に全

く散在して生じ (WAGNER3】， Fig. 112)， しかもそれらが房状に集まる乙ともない。その

上，成熟した袋果は小裂片の一部としてその中肋線上にーケを生ずる(WAGNER，3)Fig. 

113)。

以上の諸点より判断するとき，コノハノリを依然として Laingia属に所属させておく

ことには，かなりの問題があると思われる。そこで将来.Kylin10)の言うDelesserieae亜

斜の中に，あらたに「第一位の細胞列に介生分裂をもっ」グループを設けることにより，

本種を位置づけるととも考えられる。しかし，筆者はいまだ L.hookeriの authenticsp-

ecimen並びに L.pacificaの完熟磁果， 四分胞子体等を見ていない。従って更に検討を重

ねた上で，稿を改めコノハノリの系統につき論じたいと思う。
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Summary 

1. The api叫 S噂 nentationand the procarp of Laingia pacifica YAMADA∞llect吋
at Samani釦 dKiritappu， Hokkaido were observed. 

2. The inter伺 larydivision occurs in the cell rows of the first order. 

3.τne procarps are formed acropetally on出ecentral row of cells (rnidrib) of the pr・

oliferations pr吋lcedby the blades of female plants. 

4. In the material examined， however， pr∞arps are found not only on the midrib， but 
occasionally also on lateral pericentral cells. 

5. The pro伺中5consist of a four.celledαrpogonial branch bome on a釦pportingcell， 

and two groups of sterile cel1s produced by the舗mesupporting cell. 

6. The伺 rpogonialbranches generally arise alternately to right and left in successive 

S句評nents.

7.τne second cell of the ca中ogonialbranch is larger than the others. 

8. The first group of sterile cells is once divided. Whereas， the second group of sterile 

cells in general remains as the undivided mother cell. 

9.τne cyst∞arpic proliferations a問 mainlyformed along the veins， and are frequent1y 
bome in clusters of proliferations. 
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